
中
世
軍
記
・
戦
国
軍
記
比
較
研
究

－

合
戦
叙
述
を
中
心
に
I遠

　

山
　
沙
央

里
・
今
　

井

正

之
助

序

『
平

家
物
語
』

と

『
太
閤

記
』
を
読

み
、
同

じ
く
合

戦
を
扱
う
作

品
で

あ

る
に
も

関
わ
ら
ず
、
受
け

る
印
象

が
か
な
り
違
う
と

感
じ
た
。
そ
の
違

い
は
ど
う

い
っ
た
理
由
に
よ

る
も
の
な

の
だ

ろ
う
か
。『
平

家
物
語
』
と
『
太

閤
記
』
と

の
間
に
は
、
合
戦
を
主
材
と

す
る
作
品

が
他

に
も
あ
る
が
、
ど

の
辺
り
か
ら

そ
う

し
た
変
化

が
生
じ
た

の
だ

ろ
う

か
。

「
軍
記
物
語

」
に
関
し
て
、
『
日
本
古

典
文
学
大
事
典

第
二

巻
』
（
岩
波

書
店

、
一
九
八
四
）
「
軍
記
」

の
項
目

は
、
沿
革
を
古
代

末
期
・
中
世
前
期
・

中
世
後
期

（
以

上
、
永
積
安
明
執
筆
）
と

戦
国
期

（
笹
川

祥
生
執
筆
）
と

に
分
け
て
説
明
し

て
い
る
。

中
世

前
期

の
軍
記
に
関

し
て
は
、
『
平

家
物
語

』

が
最
も
高
度

な
文

学

的
成
熟
を

遂
げ
た
と

い
わ
れ
、
中
世

の
軍
記
の
代
表
と

さ
れ
る
。
北
川
忠

彦

「
軍
記
物

の
流
れ
」
（
文
学
4
0－
7

、
一
九
七
二
・
七
）
で

は
、
元

々
記

録
的

な
要
素
を

含
む
軍

記

が
、
『
平

家
物
語
』

か
ら
物
語

性
が
強
ま

っ
た

と
し
、
次
第

に
「
あ

る
一
族

、
あ
る
個
人
に
焦
点
を
あ

て
」

る
傾
向

と
な

り
、

そ
の
傾
向

が
中
世
後
期
以

降
の
軍
記
に
も
影
響
を
及

ぼ
し

た
と
し
て

い
る
。
中
世

の
軍
記
は
、
物
語
的

な
特
質

が
強
い
と
い
え

る
。

中
世
後
期

の
軍
記

『
太
平
記
』

に
続
く
作
品
は
、
室
町
軍
記
と
呼

ば
れ

る
。
室
町
軍
記

は
一
つ
の
事
件

に
対

し
て
様
々
な
作
品

が
現

れ
た
時
期
で

あ
り
、
分
散

的
傾
向

が
あ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
梶
原
正
昭

「
室
町

時
代
の

軍
記
」
（
国
文

学
9
－
1
4
、
一
九

六
四
・
一

二

に
よ

る
と

、
室
町

軍
記

の

中
で
も
中
世

軍
記

の
特
徴
を
受

け
継
ぐ
も
の
と
そ
う
で
な

い
も

の
が
あ
る

と

い
う

。

戦
国
期

の
軍
記

に
関
し
て
、
笹
川
祥
生
「
戦
国
軍
記
序
説
（
そ
の
I

、二

）
」

（
京

都
府
立
大

学
学
術

報
告
2
0
、
2
2．
一
九
六

八
・
一
〇

、
一

二

は

、
事
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実

が
記
録

さ
れ
て

い
る
こ
と
に
存
在
意
義

が
あ
り
、
記

録
的
な
要
素

が
強

い
と

い
う
従

来
の
説
に
対
し
、
す

べ
て

が
「
事

実
」
と
は
言

い
難

く
、「
令

名
」
を
記

録
す
る
た
め
の
も

の
と
位
置
付
け

た
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
戦
国

期

の
軍
記

に
は
、
「
記
録
的
叙
述
」
の
特
徴

が
あ

る
と
い
え

る
。

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
軍
記
を
特
徴

づ
け
る
の
は
、「
物
語
的
叙
述
」

と
「
記
録

的
叙
述
」
で
あ
り
、
前
者

か
ら
後

者
へ
と
変
化
し

て
い
く
と
説

明
さ

れ
て

い
る
。
ま
た
、
叙
述
に
関
し

て
は
、
個
人
へ

の
注
目

度
も
影
響

を
及

ぼ
す
、
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し

、
中
世
軍
記
か
ら
戦
国
軍
記
ま
で

を
通
覧
し
て

、
詳

細
に
分
析

し
た
研

究
は
少

な

い
。
先
行
研

究
で
指

摘
の
あ

る
「
物

語
的
叙
述
」
「
記

録
的
叙

述
」
「
個

人
に
焦
点

を
当

て
た
叙

述
」
を

キ

ー
ワ

ー
ド
と
し

て
具

体
的
に
掘
り
下

げ
、
合
戦
叙
述
の
変
化
を
通
し

て
、
中
世
軍
記
と

戦
国
軍

記
の
相
違
点
を
明

ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
指
す

。

前
述
し

た

『
日
本

古
典
文
学
大

事
典

第

二
巻
』

を
参

考
と
し

て
、
中

世
前
期
・
中
世
後
期
を

一
括
し

て
、
中
世
軍
記
と

称
し
、
『
平
家
物
語
』・『
太

平
記
』
・
『
明

徳
記
』
・
『
応
仁
記
』
（
二
種

類
）
を
取

り
上

げ
る
。
戦
国

軍

記
は
、
『
信

長
公
記
』
・
『
太
閤
記
』

を
取
り

上

げ
る
。
な

お
、
『
太
平
記
』

と
区
別
し

て
、
『
明

徳
記
』
『
応

仁
記
』
（
二
種

類
）

を
一
括

し
て
扱
う

場

合
は
、
こ
れ
ら
を

「
室
町

軍
記
」
と
呼

び
分
け

る
。

ま
た
、
キ

ー
ワ

ー
ド
と

し
て
挙
げ
た
「
物
語

的
叙
述
」
と
「
記
録
的

叙

述
」
に
つ

い
て
は

、
以
下

の
よ
う

に
定

義
づ
け
た

。

物
語
的
叙
述
と
は
登
場
人
物
の
行
動
に
焦
点
を
当
て
た
叙
述
、
記
録
的

叙
述
と
は
事
態
の
推
移
に
焦
点
を
当
て
た
叙
述
で
あ
る
。

合

戦
叙
述

に
関
し
て

、
合
戦
を

戦
闘
前

・
戦
闘
中

・
戦
闘
後
に

分
け
、

さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
に
個
人

に
焦

点
を
当
て
た
項
目

を
立
て
て
考
察
し
て

い

戦
闘

前
で

は
「
手

分
け

・
布
陣

」
と
「
作

戦
」
を

立
て
た
。
前
者

は
、

軍
勢
と
個
人

の
動

き
や
判
断

が
ど
う

な
さ
れ
て

い
る
か
、
後
者
は
戦
闘

が

始
ま

る
ま

で
の
過

程
は
ど
う
決
定

さ
れ
て

い
る
か
を

考
察
す
る
た
め
で
あ

る
。戦
闘
中
で

は
「
個
人
に
焦
点
を
当

て
た
叙
述
」
と

「
抜

懸
け
」

を
立
て

た
。
こ

れ
は
、
戦
闘

に
お
け

る
個
人

の
描
写

を
分
析
す

る
た
め
で

あ
る
。

特
に
後
者
は

、
禁

止
事
項
を
個
人

の
判
断
で
破

っ
て

お
り

、
そ
こ

に
個
人

の
思

い
が
強
く
表

れ
て
い
る
と
考
え
た

た
め
、
特
に
取
り
上
げ
た
。

戦
闘
後
で
は

「
首
の
特
定
」
を
立

て
た
。
手
柄
を
示
す
手
段
と
し

て
の

首
の
特
定
は

、
同

時
に
、
討
ち
取

っ
た
個
人
に
焦
点
を
あ

て
る
も

の
で
あ

る

が
、
時
代
を

追
う

に
つ
れ
、
叙

述
の
あ
り
方
に
変
化

が
見
ら

れ
る
か
ら

で
あ
る
。

な
お
、
使
用
テ
キ
ス
ト
は
以
下
に
よ
り
、
成
立
順
は
、
『
室
町
軍
記
総
覧
』

（
明
治
書
院
、
一
九
八
五
・
一
二
）
に
従
っ
た
。
『
応
仁
記
』
の
一
巻
本
を
『
応

仁
記
①
』
と
し
、
三

巻
本
を

『
応
仁
記

③
』

と
し
、
総
称
す

る
場
合

に
は
、

「
応
仁
記
」
と
記
す

。

『
平
家
物
語
』
覚

一
太
に一
岩
波
文
庫

『
太
平
記
』
流
布
本

一
新
潮
日
本
古
典
集
成

『
明

徳
記
』
（
三
巻
本

）
　一
群
書
類
従

『
応
仁
記
』
（
一
巻
本

）
　一
群
書
類
従

―  22 ―



『
応
仁
記
』
（
三
巻
本
）
　一
群

書
類
従

『
信
長
公
記
』
　一
角
川
文
庫

『
太
閤
記
』
　一
新
日
本
古

典
文

学
大

系
6
0

こ
の
他
に

『
応
仁
略
記
』
（
二
巻
本
）
、
『
応
仁
別
記
』
（
一
巻
本
）
を
参

照
し
た

が
、
『
室
町
軍
記

総
覧
』

に
よ
れ
ば
、
『
応
仁
略

記
』

は
僧
侶

の
手

に
よ

る
と

さ
れ
、
仏

教
的
な

側
面

が
か

な
り
強

い
。
『
応
仁
別
記

』
は
赤

松
氏
に
近
し

い
者

の
手

に
よ
る
と
さ
れ
、
私
軍
記

的
要

素

が
強

い
。
こ

の

二
つ
の
作
品
は
特
異
で
あ

る
た
め
、
今

回
の
研
究
で
は
除
外

す
る
。

一

、

戦

闘

前

の

叙

述

の

変

化

1
、
手
分
け
と
布
陣

こ

こ
で
は
、
空
間
的

な
「
手

分
け
」
と

「
布
陣
」
を
見
て

い
く
。

「
手
分
け

」
と
は

、
戦
闘
前

に
行

わ
れ

る
武
士

の
担
当

方
面

の
配
置
を

い
う
。
「
布

陣
」
と

は
、
各
方
面
で

戦
場

の
地
形

や
相
手

の
態

勢
等
に
応

じ
て
な
さ
れ

る
軍
勢

の
配
置

を
い
う

。

ま
ず
、
「
手
分
け
」
に

つ
い
て

で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
巻
第
七
「
火
打
合
戦
」
で
は
、
火
打
が
城
に
籠
る
義
仲

に
対
し
、
平
家
は
大
手
・
搦
手
そ
れ
ぞ
れ
に
大
将
軍
と
侍
大
将
を
決
め
、

砥
浪
山
と
志
保
の
山
（
火
打
が
城
へ
向
か
う
途
中
の
山
々
）
　
へ
向
か
わ
せ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
平
家
物
語
』
の
手
分
け
に
は
、
手
勢
が
大
手
・
搦

手
と
い
う
大
ま
か
な
方
面
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
将
軍
な
ど
が
命

じ
ら
れ
る
形
式
が
多
い
（
他
に
、
巻
第
四
9
0
頁
、
巻
第
五
作
2
3
4
頁
、
巻
第

七
7
6
頁
、
巻
第
八
1
7
6
頁
、
巻
第
九
2
3
2
頁
、
巻
第
十
1
1
8
頁
・
1
2
0
頁
等
）
。

『
太
平
記
』
で
は
、
『
平
家
物
語
』
に
見
ら
れ
た
「
大
手
・
搦
手
」
を
記

し
た
手
分
け
も
あ
る
が
（
た
と
え
ば
、
巻
二
9
5
頁
・
9
6
頁
、
巻
九
2
2
頁
、

巻
＋
9
6
頁
、
巻
十
四
3
6
1
頁
・
3
6
2
頁
、
巻
十
七
9
7
頁
、
巻
二
十
一
3
9
9
頁
・
4
0
0

頁
、
巻
二
十
九
3
4
3
頁
、
巻
三
十
二
5
9
頁
・
6
0
頁
、
巻
三
十
八
3
5
1
頁
・
3
5
2
頁

等
）
、
こ
れ
ら
の
手
分
け
と
異
な
り
、
新
し
く
加
わ
っ
た
手
分
け
が
あ
る
。
巻
三

「
笠
置
軍
の
事
付

け
た
り
陶
山
・
小
見
山
夜

討
の
事
」
で
は
、
幕
府

方

が
笠
置
の
城
を
攻

め
る
に
当
た
り
東
西
南
北

の
手

を
決
め
て

い
る
。
こ

の
手

分
け
に
は
城
を
包

囲
し
て
攻
め
る
と

い
う
意

図
が
あ
り
、
よ
り
具
体

的
か
つ
実
戦
的
に
な

っ
た
手

分
け
と

な
っ
て

い
る
。

『
明
徳
記
』
「
応
仁
記
」
『
信
長
公
記
』
『
太
閤
記
』
も
『
太
平
記
』
と
同

様
で
あ
る
（
『
明
徳
記
』
上
2
4
1
頁
、
2
4
5
頁
、
下
2
9
0
頁
、
『
応
仁
記
①
』
5
3
頁
・

7
3
頁
、
『
応
仁
記
③
』
3
7
8
頁
・
3
7
9
頁
・
3
9
8
頁
、
『
信
長
公
記
』
巻
二
9
8
頁
・

9
9
頁
、
巻
五
1
3
2
頁
、
巻
七
1
7
1
頁
・
1
7
4
頁
、
巻
八
1
9
3
頁
・
1
9
4
頁
、
巻
十
一
2
4
5

頁
・
2
4
6
頁
、
巻
十
四
3
6
2
頁
・
3
6
3
頁
、
『
太
閤
記
』
巻
三
6
8
頁
、
巻
四
8
9
頁
、

巻

九
2
1
4
頁

等
）
。

『
平

家
物
語
』
で
は

、
軍
勢
は
大
ま
か
な
空
間

に
配

置
さ
れ
て
い
た

が
、

『
太
平
記
』
以

降
は
よ

り
細
か

な
攻
め
口
を

考
慮
し

た
配
置
と

な
っ
て

い

る
。次

に
布

陣
に
つ

い
て
で
あ

る
。

『
平

家
物
語
』

巻
第

七
「
火
打

合
戦
」
で

は
、
義

仲
は
平
家

が
攻

め
寄

せ

て
く
る
の
を
聞
き

、
軍

勢
を
七
手
に
分
け
て
敵

を
迎
え

撃
つ
形
で
布
陣

す
る
。
し

か
し
、
こ

の
七
手

が
後
の
戦
闘
で
効
果

的
に
活
躍
す
る
叙
述
は
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な

い
。
『
平

家
物
語
』

は
相
手

の
動
き

に
応

じ
て
布
陣

す
る
の
み

で
、
実

戦
的
で
は
な

い
と

い
え

る
。

『
太
平
記

』
巻
三

「
赤
坂

の
城
軍

の
事
」
で

は
、
幕
府
方

の
軍
勢

が
攻

め
て
く

る
の
を
見

て
、
正

成
は
城
内

に
射
手

を
二
百
余
人
残
し

、
七
郎
と

正

遠
と
に
三
百
余

騎
を
引
き
連

れ
さ
せ

て
他
の
山
へ
布
陣
す

る
。
幕
府
方

が
城
に
手
こ
ず

っ
て
休
息
し
て

い
る
と
こ

ろ
へ
、
頃
合

い
を
見

て
三
百

余

騎

が
さ
ら

に
東
西

に
分
か

れ
て
攻

め
る
。
こ

の
布
陣

が
効

果
的
に

働
き
、

正

成
方
は
勝
つ
こ
と

が
で
き
た

。
『
太
平
記
』

で
は
、
『
平
家
物
語
』
と

同

様
に
相
手
に
合
わ
せ

て
布

陣
す
る

が
、
よ
り
実
戦

的
と

な
っ
て

い
る
。

『
明

徳
記
』
「
応

仁
記
」
『
信
長

公
記

』
『
太

閤
記

』
で

は
、
『
太
平

記
』

の
よ
う
な
「
布
陣
」

は
見

ら
れ
ず
、
手
分
け

で
定
め
ら

れ
た
方
面
で

戦
っ

て
い
る
。

『
太
平

記
』
か
ら
実
戦

的
な
特
徴

が
表
れ
始
め

た
も

の
の
、『
平
家
物
語
』

と
同

様
に
相
手

の
動

き
や
地
形

に
合
わ
せ
て

戦
闘

を
行

っ
て

い
る
こ
と

が

分
か

る
。
一

方
、
『
明

徳
記
』
以

降
は
、
最

初
の
手

分
け
通
り

に
そ

の
場

で
戦

っ
て
お

り
、
配

置

の
変
更

は
見

ら

れ
な

い
。
つ
ま

り
、
『
明

徳
記
』

か
ら
叙
述
の
変
化

が
表

れ
て
い
る
こ

と
が
分
か

る
。

2
、
作
戦

作

戦
に
は
二
つ

の
パ
タ
ー
ン

が
あ

る
。
一

つ
目
は
登
場
人
物
た
ち

の
会

話
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
も

の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、『
太
平
記
』
巻
八
「
持

明

院
殿

六
波
羅
に
行
幸

の
事
」
の
記
述
で
あ

る
。
陶
山

が
味
方

の
手
勢

に

鬨
の
声

を
上
げ
さ
せ
て
敵

の
気
を
引

い
て

い
る
う
ち

に
、
少
人
数
で
自

分

た
ち
が
東
か
ら
敵
を
攻
め
る
作
戦
を
提
案
す
る
。
そ
れ
に
対
し
河
野
が
賛

成
し
、
実
行
す
る
。
こ
の
場
面
の
作
戦
は
、
陶
山
と
河
野
の
会
話
に
よ
っ

て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
会
話
を
用
い
て
作
戦
を

叙
述
し
て
い
く
も
の
を
「
会
話
」
と
す
る
（
他
に
、
『
平
家
物
語
』
巻
第

五
「
富
士
川
」
、
『
明
徳
記
』
上
『
一
頁
、
『
応
仁
記
①
』
「
相
国
寺
蓮
池
頚
之

事
」
、
『
応
仁
記
③
』
「
御
靈
合
戦
之
事
」
、
『
信
長
公
記
』
巻
十
五
（
3
3
）
「
中

将
信
忠
卿

、
二

条
に
て
歴
々
御
生
害

の
事

」
、
『
太
閤
記
』
巻

一
　「
秀
吉
卿

軽
一
命

於
敵
国

成
要
害
之

主
事
」
等

）
。
二

つ
目
は
語
り
手

が
作
戦

の
経

緯
や
進
行
を

説
明

す
る
も
の
で
あ
る

。
こ
ち

ら
を

「
地
の
文
」
と
す

る
。

語
り
手

が
「
会

話
」
を
取
り
入

れ
る
こ
と

は
、
攻
め

る
ま
で

の
過

程
が

個
人

の
行
動
を

通
し
て
語
ら

れ
る
と

い
う
こ

と
で
あ

る
。
個
人

が
ど
の
よ

う
に

考
え

、
行
動

を
起
こ
し

た
の

か
が
分
か

る
た
め
、
「
会

話
」

の
量

の

多
さ

が
叙
述

の
変
化
に
影
響
す

る
と
考
え

た
。
そ
こ
で
、
各
本

の
会

話
の

割
合
か
ら
考
察
し

て

い
く
。
表
I

は

、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品

の
作

戦
記
事

の

う
ち
、
「
会
話
」

が
占

め
る
割
合
で
あ
る

。

「
会
話
」

の
割
合

が
半
分
以
下
と
な

っ
た
の
は
、
『
応
仁
記
①
』

か
ら
で

あ
る
。
以
降

の
作
品

も
、
半
分
に
至
ら

な
い
。
後
世
に
な

る
に
し
た

が
っ

て
、
徐
々
に

「
地

の
文
」
に
よ

る
作
戦

の
叙

述
が
目
立
ち
始
め
た
こ
と

が

分
か
る
。

つ
ま
り

『
応
仁
記
①
』
か
ら
、
語
り
手

が
個
人
を
介

さ
ず
に
決

定
事
項
を
説
明
す

る
た
め
、
記
録
的
叙
述
へ
と
変
化
し

た
と

い
え

る
。
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表
1
．

作
戦
の
う
ち

「
会

話
」

が
占
め
る
割
合

（
％
）

太

閤

記

� 信
長
公
記

� 応
仁
記
③

� 応
仁
記
①

� 明

徳

記

� 太

平

記

� 平
家
物
語

�
�
／

0
3

�
7

5
�
1

82
1

6
�
6�
7
�
�

作
戦
記
事
数

7

�
1

43
�
�
7
�
3
4

6
�
�
�

会
話

3
2

�
6
�
1
1

5
�
5
�
2
�
3

�
1
�
� 地

の
文

2
3

�
7
1

�
2
7

8
�
3

8
�
5

�
5
2

�
8
6

�
� （

％
）

二

、

戦

闘

中

の

叙

述

の

変

化

1
、

戦

闘

中

に

お

け

る

個

人

に

焦

点

を

当

て

た
合

戦

描

写

各
戦
闘
を
「
個
人
対
個
人
」
、
「
個
人
対
集
団
」
、
「
個
人
対
集
団
（
個
人
）
」
、

「
集
団
対
集
団
」
、
「
集
団
（
個
人
）
対
集
団
」
、
「
集
団
（
個
人
）
対
集
団
（
個

人
）
」
に
分
け
た
。
「
個
人
」
と
は
、
手
柄
を
あ
げ
る
た
め
に
集
団
か
ら
離

れ

て

一

人

と

な

っ

た

も

の
、

も

し

く

は

集

団

か

ら

は

ぐ

れ
て

一
人

に

な

っ

て

し

ま

っ

た
も

の

で

あ

る
。
「
集

団

（
個

人

）
」

と

は

、

戦

っ
て

い

る

の
は

集

団

で

あ

る

が

、

そ

の

中

で

も

特

に
個

人

に

脚

光

を

当

て

、

そ

の
活

躍

が

描

か
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
こ

れ
ら
を
数
値
か
ら

の
考
察
と
叙
述
か
ら

の
考
察

に
分
け
て
見

て

い
く
。

ま

ず
、
数

値
か
ら
の
考
察
で
あ

る
。

次

の
表

は
、
各
本
の
戦
闘
を
種
類
分

け
し

、
そ

の
中
に
占
め
る
「
個
人
」

の
み

の
戦
闘

の
割
合
を
抽
出
し
た
も

の
で
あ

る
。

表
2
．
諸
作
品
の
戦
い
に
つ
い
て

「
個
人
」
の
占
め
る
割
合
（
％
）

�

「
個
人
」
関
連
の
数

�

戦
闘
総
数

�
�
集
団
（
個
人
）
対
集
団
（
個
人
）

� 集
団
（
個
人
）
対
集
団

� 集
団
対
集
団

� 「
個
人
」
対
集
団
（
個
人
）

� 「
個
人
」
対
集
団

� 「
個
人
」
対
「
個
人
」

5
1
�
1
1

�
7
4

1
�

�
1
�
4
1

�
8
3

2
��
4

5

� 語物家平

4
1

�
1
4

�
8
9
2

�
�
0
2
�
4
2

�
0
9
1
�
1
�
2
4

6
�

1� �
記
平太

3
1
�
�
1

32
�
��
8

1
�
2�
0
�
0
�
1
� �

記
徳明

3
�
1

�
6
2� �

0
�
7

�
8
1�
0
�
0
�
1
� �

①
記

仁応
1�
5
�
4
5

� �
0
�
7

�
8
1

�
0

1
�
�
4
� �

③
記

仁応

3
2
�
�
8
6

31
1
�
5
2

�
0
�
0

2� 記公長信

7
4�
0
6� �

3

8

�
4
5

�
0

22� 記閤太

戦
闘
種
類
の
う
ち
、
「
個
人
」
関
連
の
占
め
る
割
合
に
注
目
す
る
と
、
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大
き
な
変
化

が
表
れ
た
の
は

『
太
平
記
』

と

『
明
徳
記
』
の
間
で
あ

る
こ

と

が
分
か

る
。
室
町
軍
記
か
ら

「
個
人
」
へ
の
注
目
度

が
低
く

な
っ
た
こ

と
に
よ

っ
て
、
記

録
的
叙
述

へ
変
化
し

て
い
っ
た
と

い
え

る
。
戦
国

軍
記

の
中
で

は
、
『
信

長
公

記
』

が
室
町
軍

記
の
よ
う

に
「
個
人
」

に
注
目

し

な

い
が
、『
太
閤
記
』
は
「
個
人
」
に
再

び
焦
点
を
当
て
て

い
る
結
果
と

な
っ

た
。
こ

れ
は
、
『
太

閤
記
』

の
構
成
と

か
か
わ
り

が
あ
り
、
叙

述
か
ら

の

考
察
と
合
わ
せ

て
分
析
す
る
。

次
に
、
叙

述
か

ら
の
考

察
で
あ

る
。
こ

こ
で

は
、
「
個
人
」

に
関
す

る

戦
闘
に
絞

っ
て
叙

述
を
比
較
し
て

い
く
。

比
較
に
際
し
、
四
つ
の
視
点
を
立
て
た
。
（
i
)
武
装
描
写
、
（
i
i
）
名

乗
り
、
（
i
i
i
)
思
い
、
（
i
v
）
戦
闘
の
状
況
で
あ
る
。
（
i
)
（
i
i
）
は
「
個

人
」
の
特
徴
や
主
張
を
叙
述
し
て
い
る
か
、
（
i
i
i
)
は
戦
闘
の
中
で
個
人

的
な
感
情
を
語
り
手
が
取
り
上
げ
て
い
る
か
、
（
i
v
）
は
戦
闘
で
個
人
の

行
動
に
ど
の
よ
う

に
注
目
し
て

い
る
か
を

、
そ
れ
ぞ
れ
見
て

い
く
た

め
で

あ
る
。

『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
敦
盛
最
期
」
で
は
、
敦
盛
と
直
実
が
戦
う
。
（
i
）

直
実
の
武
装
描
写
と
（
i
i
）
直
実
の
名
乗
り
が
描
か
れ
、
（
i
i
i
）
直
実
が

敦
盛
と
息
子
の
小
次
郎
を
重
ね
合
わ
せ
て
子
ど
も
へ
の
愛
情
や
武
士
の
悲

し
さ
な
ど
を
語
る
。
ま
た
、
同
「
忠
教
最
期
」
で
は
、
忠
教
と
六
野
太
が
戦
う

。
忠
教
は
六
野
太
を
馬
上
で
二
刀
、
落
馬
し
て
か
ら
一
刀
突
き
、
六

野
太
に
軽
傷
を
負
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
（
i
v
）
助
け
に
来
た
六
野
太
の
従

者
に
忠
教
は
右
手
を
肘

か
ら
切
り
落
と

さ
れ
る
と

い
う

状
況

と
な

っ
て

い

る
。
こ
の
よ
う

に
、
『
平

家
物
語
』

は
四

つ
の
視
点

が
す

べ
て

あ
り
、
特

に
（
i
v
）
で
は
個
人
が
ど
う
動
い
た
か
、
ど
こ
に
怪
我
を
負
っ
た
か
ま
で

を
詳
述
し

て
い
る
。

『
太
平
記
』
巻
二
十
九
「
将
軍
上
洛
」
で
は
、
光
政
と
忠
実
が
戦
う
。
（
i
)

二
人
の
武
装
描
写
、
（
i
i
）
二
人
の
名
乗
り
が
描
か
れ
る
。
（
i
v
）
と
も
に

接
近
し
、
光
政
が
打
て
ば
忠
実
が
受
け
流
し
、
三
度
向
か
っ
て
三
度
退
き
、

激
し
く
戦
っ
た
た
め
、
両
者
の
武
器
は
折
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
二
「
師
賢
登
山
付
け
た
り
唐
浜
合
戦
の
事
」
で

は
、
（
i
i
i
）
快
実
が
向
か
い
来
る
幼
い
幸
若
丸
を
見
て
、
法
師
の
立
場
か

ら
情
け

を
感
じ

て
軽
く

い
な
す
。
『
太
平

記
』
も

『
平
家
物

語
』
と
同

様

に
四
つ
の
視
点

が
す
べ
て
あ
る
。

『
明
徳
記
』
中
2
5
0
頁
で
は
小
林
と
義
弘
が
戦
い
、
（
i
)
義
弘
の
武
装
描

写
が
描
か
れ
る
。
（
i
v
）
小
林
が
義
弘
に
走
り
か
か
り
、
し
ゃ
が
み
込
ん

で
二
太
刀
切
り
上
げ
、
義
弘
は
左
腕
を
二
ヶ
所
切
ら
れ
、
小
林
は
義
弘
の

反
撃
に
対
応
し
て
い
る
と
き
に
片
足
を
切
り
落
と
さ
れ
る
。
『
明
徳
記
』

に
は
（
i
）
と
（
i
v
）
の
視
点
だ
け
で
あ
る
。

『
応
仁
記
①
』
「
大
内
介
上
洛
之
事
」
（
8
7
頁
）
・
『
応
仁
記
③
』
二
「
三

賓
院
責
落
事
」
で
は
（
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
る
）
、
基

綱
と
源
三
が
戦
う
。
（
i
v
）
基
綱
は
手
を
切
り
落
と
さ
れ
、
源
三
は
頭
を

割
ら
れ
る
。
「
応
仁
記
」
は
（
i
v
）
の
視
点
の
み
で
あ
る
。

『
信
長
公
記
』
首
巻
「
山
城
道
三
討
死
の
事
」
で
は
、
長
屋
と
柴
田
が

戦
う
。
（
i
v
）
「
（
柴
田
が
）
長
屋
に
渡
し
合
ひ
、
真
中
に
て
相
戦
ひ
、
勝

負
を
決
し
」
て
柴
田
が
勝
つ
。
『
信
長
公
記
』
も
（
i
v
)
の
み
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
見
ら

れ
た
よ
う

な
「
個
人
」

の
行
動

や
怪
我
な
ど
に
は
触

れ
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ず
、
事
態

の
推
移
を
描
く
の
み
で
あ

る
。

『
太
閤
記
』
巻
四
「
加
賀
勢
越
中
表
働
之
事
」
で
は
、
細
井
と
倉
智
が

戦
う
。
（
i
v
）
組
み
合
い
、
「
上
に
な
り
下
に
な
り
」
戦
っ
て
倉
智
を
討
つ
。

『
太
閤
記
』
も

『
信
長
公
記
』
と
同
様
で

あ
る
。

以
上
、
叙
述
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
『
太
平
記
』
ま
で
は
全
て
の
要
素

が
あ
っ
た
が
、
『
明
徳
記
』
か
ら
（
i
i
）
、
（
i
i
i
)
の
要
素
が
消
え
、
「
応
仁

記
」
か
ら
（
i
)
も
消
え
て
（
i
v
）
の
み
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
中
世
軍
記
か
ら
戦
国
軍
記
に
至
る
ま
で
に
、
段
階
的
に
「
個
人
」
に

関
す
る
要
素
が
減
少
し
て
い
く
。
一
貫
し
て
残
っ
て
い
た
（
i
v
）
は
、
戦

国

軍
記
か
ら

は
事
態
の

推
移
に
焦
点

を
当
て

た
叙
述

に
変
化
し
て

い
る
。

「
個
人
」

に
焦

点
を
当
て

る
要
素

が
抜

け
落
ち
て

い
っ
た
こ
と

に
加
え

て
、

残

っ
た
要
素

ま
で
記
録
的
に
な

っ
た
と

い
う

、
二
度

の
変
化
を

遂
げ
て
い

る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

ま
た

、
戦

国
軍
記
の
中
で
も
変
化

が
起
こ

っ
た
。
そ

の
変
化

は
、
表
2

の

『
太

閤
記
』
「

個
人
」

の
割
合

が

『
信
長
公
記
』

よ
り
も

増
加
し

て
い

る
点
と
、
以
下

に
述
べ
る
作
品
構
成
の
相
違
点
と

に
現
れ
て
い
る
。

『
太

閤
記
』

の
「
個
人
」

の
割
合

が
若
干

増
え

て

い
る
の
は
、
列
伝
形

式
で
特
定

の
武

将
の
生
い
立
ち

や
戦
歴
を

述
べ
る
、
巻
十
八
と
巻
十

九
が

あ

る
た
め
だ
と

考
え

る
。
こ
れ
ら

の
巻

は
、
巻
十
七
ま
で

の
秀
吉

の
幼
少

期
か
ら
朝
鮮
出
兵

ま
で
の
歴
史
の
流

れ
を

追
っ
た
巻
と
は
完
全

に
切
り

離

し
た
別
話
と
し

て
描
か
れ
て
お
り
、
特
別

に
「
個
人
」
に
焦
点
を
当

て
て

い
る
。
『
信
長
公
記
』

ま
で

の
作
品
で
見

ら

れ
た
よ
う
な
、

一
つ
の
歴
史

の
流
れ
の
中
で

「
個
人
」
を
取
り
上
げ

て
い
く
の
で
は
な
く
、
流

れ
か
ら

切
り
離
し

て
「
個
人
」

に
焦
点

を
当

て
る
よ
う
に

な
っ
た
と

い
う
、
新
し

い
「
個
人

」
の
取
り
上

げ
方
と

捉
え

る
こ

と

が
出
来

る
。
こ

の
取
り
上
げ

方
は

、「

個
人
」
に
注
目
し

て
は
い
る
か
、
構
成
は
個
人

の
列
挙
で
あ

る
。

た
と
え

ば
、

巻
十
八

は
、
題
を
「
太
閤

記
諸
士

之
伝
記

」
と
し

、「

織
田

酒

造
丞
」
「
松

山
新
助
」
「

中
条
小
一

郎
」
「
竹

中
半
兵
衛

尉
」
な

ど
の
目

録
か
ら
成

っ
て
お
り
、
「
個
人
」

の
働
き
を
一
人

一
人
取
り
上
げ
て

い
る
。

こ

の
別
記

さ
れ
た
中
で

の
「
個
人
」

の
描
か
れ
方
を

、
巻
十

九
「
山
中

鹿
助
伝
」

を
例
に
挙
げ
て
見
て

い
く

。
こ
こ

で
は
、
鹿
助
と

狼
助
か
戦
い
、

狼
助
は
鹿
助

に
右
の
小
鬢
を
切
ら
れ

る
。
二
人

は
「
引
よ
せ

無
手
と

組
で
、

上
に
な
り
下

に
成
ま

ろ
び
あ
」

つ
て
組

み
討

ち
し
、
鹿
助

は
向

脛
を
割
ら

れ

る
。
室
町

軍
記
ま
で
に
見
ら

れ
た
よ
う

な
、
個
人

の
行
動

や
怪
我
な
ど

に
触

れ
て

、
個
人
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
こ
と

が
分
か
る
。

『
太
閤

記
』

は
、
巻
十
七

ま
で
の
よ
う

に
合
戦

全
般
を

歴
史
の

流
れ
と

合

わ
せ

て
語

る
場
合

に
は
、
『
信
長
公
記
』

と
同

様
に
事
態

の
推
移

に
焦

点
を
当
て

た
記

録
的
叙
述
と
な

っ
て

い
る
。
し
か
し
、
巻
十
八

、
巻
十

九

の
よ
う
に
「

個
人
」
を
取
り
上
げ

る
場
合

に
は
、
叙
述
は
個
人

に
焦
点
を

当
て
て

い
て
も

、
構
成
は
今
ま
で

に
な
い
別
記
と

い
う
形
を
と

っ
て
お
り
、

記
録
的
と

な
っ
て
い
る
。

2
、
抜
懸
け

「
個
人

」
の
思

い

が
強

く
表
れ
た
事

例
で
あ

る
「
抜
懸
け
」

を
考
察

し

て
い
く
。

「
抜
懸
け
」

は
、
『
平

家
物
語
』
と

『
太
平
記
』

と

『
応
仁
記
③
』

に
は
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あ

っ
た

が
、
『
明
徳
記
』
『
応
仁
記

①
』
『
信
長
公
記
』
『
太
閤
記
』

に
は
な

か

っ
た

。

『
平
家
物
語
』
と
『
太
平
記
』
に
は
、
抜
懸
け
を
す
る
人
物
に
は
「
武

装
描
写
」
と
「
名
乗
り
」
が
あ
る
。
『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
一
二
之
懸
」

を
示
す

。

熊
谷
は

か
ち
の
ひ
た

ゝ
れ
に
、
あ
か
皮
お
ど
し
の
鎧
着
て

、
く
れ
な

ゐ
の
ほ

ろ
を
か
け
、

ご
ん
だ
栗
毛
と

い
ふ
、
聞

ゆ
る
名
馬

に
ぞ
乗
ッ

ーた
り
け
る
。
小
二
郎
は
、
お
も
だ
か
を
一
し
ほ
す
ッ
た
る
直
垂
に
、

ふ
し
な
は
目
の
鎧
着
て
西
楼
と
い
ふ
白
月
毛
な
る
馬
に
乗
ッ
た
り
け

り
。
旗
さ
し
は
き
ち
ん
の
直
垂
に
、
小
桜
を
黄
に
か
へ
い
た
る
鎧
着

て
、
黄
河
原
毛
な
る
馬
に
ぞ
乗
ッ
た
り
け
る
。
（
中
略
）
熊
谷
は
浪

う
ち
き
は
よ
り
夜
に
ま
ぎ
れ
て
、
そ
こ
を
つ
ッ
と
う
ち
と
ほ
り
、
一

谷
の
西
の
木
戸
口
に
ぞ
お
し
よ
せ
た
る
。
そ
の
時
は
、
い
ま
だ
敵
の

方
に
も
し
づ
ま
り
か
ヘ
ッ
て
お
と
も
せ
ず
、
御
方
一
騎
も
つ
ゞ
か
ず
。

（
中
略
）
か
い
だ
て
の
き
は
に
あ
ゆ
ま
せ
よ
り
、
大
音
声
を
あ
げ
て
、

「
武
蔵
国
住
人
、
熊
谷
次
郎
直
実
、
子
息
小
二
郎
直
家
、
一
谷
先
陣

ぞ
や
」
と
ぞ
名
の
ッ
た
る
。

『
太
平
記
』
巻

六
「
赤
坂
合
戦

の
事
付

け
た
り
人
見
・
本
間
抜
懸

の
事
」

の
人
見
も

、
同
様

に
語
ら

れ
る
。
『
平
家

物
語
』
と

『
太
平
記
』

の
語

り

手

は
、
抜
懸
け
を

す
る
人
物
に
焦
点
を
当
て
て
語

っ
て
い
る
と

い
え

る

。

ま
た
、
語
り
手

が
抜
懸
け
す

る
人
物

に
共

感
し
て
い

る
こ
と

が
分

か
る

記

述
が
あ

る
。
『
太
平

記
』

の
以

下
の
記
述
で
あ

る
。

大
将
阿
曾
弾
正
少
弼
、
・
・
・
抜
懸
け
の
輩
に
お
い
て
は
、
罪
科
た
る
べ

き
の
由

を
ぞ
ふ
れ
ら
れ
け

る
。

こ

れ
は
、
前
述
し
た
人
見
と
本
間

が
抜
懸
け
す

る
前

に
、
あ
ら
か
じ
め

大

将
が
決
め
た
こ

と
で
あ

る
。
語
り
手

は
、
大
将

か
ら
禁
止

さ
れ
た
こ

と

を
述
べ
た
上

で
、
人
見

が
抜
懸
け

に
込

め
た
思

い
を
語

る
。
人
見

が
禁
止

事
項

を
破

っ
た
理
由
は
、
味
方

の
勝
利
は
目
前
で
あ

る
が
、
自

分
は
高
齢

で

あ
る
た
め
、
残
り
少
な

い
寿
命
で
死

ぬ
よ
り
も
最
期

に
名

を
挙
げ
て
死

に
た
い
、
と

い
う

強
い
気
持
ち
か
ら

で
あ
っ
た

。
語
り
手

は
大

将
に
禁
止

さ
れ
た
こ
と
と

、
個
人

が
強

い
思

い
で
禁
止
事
項
を
破

っ
た
こ
と

を
両
方

と
も

描
く
こ
と

で
、
登
場
人
物

の
思

い
に
即
し
、
罪
科
を
犯

す
者
に
同
情

的

に
な
っ
て
い
る
。
語
り
手

が
登
場
人

物
の
心
境
に
寄
り
添

い
、
登
場
人

物
へ

の
距
離

を
近

く
し
て
語

っ
て

い
る
と

い
え

る
。
た
だ
し

、
禁
止

す
る

の
み
で
抜
懸
け
を
取
り

上
げ
な

い
場
合
も
あ

る
。
（
た
と
え

ば
、『
太
平

記
』

巻
十
七
1
0
2
頁

な
ど
）

『
応

仁
記
③
』
　一
　「
武
衛
家

騒
動
之

事
附
畠

山
之
事
」

で
は
、
先

陣
は

誰
も

が
岡
部
兄
弟

だ
と

考
え

て

い
た

。
し

か
し
実
際
に
は

、
初
参

の
馬

場

が
起
用

さ
れ
た
た
め
、
岡
部
兄
弟
は

悔
し

く
思
っ
て

い
た

。
馬
場
自
身

に

も

た
め
ら

い
が
あ

り
、
な
か

な
か
先

陣
を
切
ら

な

い
ま
ま

控
え

て

い
た
。

そ

れ
を
見
か
ね
て

、
岡
部
兄
弟
は
馬
場

に
武
を
見
せ

つ
け

る
た

め
に
抜
懸

け

す
る
。
『
太
平
記
』

ま
で
見

ら
れ
た

、
抜
懸
け

し
た
人
物

で
あ

る
岡

部

兄
弟

の
「
武
装
描
写

」

や
「
名

乗
り
」

は
な

い
た
め
、
『
太
平

記
』
と

比

べ
る
と
個
人
に
焦
点
を
当

て
て
い
な

い
と

い
え

る
。

一
方
、
抜

懸
け

の
な

い
『
明

徳
記
』
『
応
仁
記

①
』
『
信
長
公

記
』
『
太

閤
記
』

で
は
、
抜
懸

け
の
禁
止

は
暗
黙

の
了
解
と

し
て
書

か
れ
て

い
る
。

－28 －



敢
え
て
取
り
上

げ
て
い
な

い
こ
と
か
ら

、
語
り
手
は
登
場
人
物

の
心
境
に

迫
ら
な

い
姿
勢
を
と

っ
て
い
る
と

い
え

よ
う

。

以
上
か
ら

、
語
り
手

の
登
場
人
物
へ

の
距

離
に
変
化

が
現

れ
た
こ
と

が

分
か

る
。

中
世
軍
記
で
は

、
武
装
描
写

や
名
乗
り

に
よ
っ
て
個
人

に
焦
点

を
当

て
、

さ
ら
に
思

い
に
ま

で
迫

っ
て
お
り
、
語
り
手

の
登
場
人
物
へ

の
距

離
は
近

い
と

い
え

る
。

室
町
軍
記
で
は

、
抜

懸
け
を
取
り
上

げ
る
も
の
と
取
り
上

げ
な
い
も
の

が
表
れ

る
。
取
り
上

げ
る
場
合
も
、
中
世

軍
記
に
あ

っ
た
武
装

描
写

な
ど

は
見
ら
れ
ず
、
語
り
手

の
登
場
人
物
へ

の
距

離
は
、
中
世
軍
記
よ
り

は
遠

く
な
っ
て

い
る
と

い
え

る
。

戦
国
軍
記
で
は

、
取
り

上
げ
る
こ
と
す
ら

し
な

い
。
距
離
は
よ
り

遠
く

な
っ
た
と

い
え

る
。

こ
の
よ
う
に
、
後
世

に
な
る
に
従

っ
て
徐

々
に
語
り
手

の
登
場
人
物

へ

の
距
離

が
開

い
て

い
っ
た
こ

と

が
分
か

る
。
語
り
手
か
ら

の
距
離

に
変
化

が
現
れ
始
め
た

『
明
徳
記
』

と
「
応
仁
記
」

の
間
で
、
記
録
的
叙
述
へ
変

化
し
て
い
っ
た
と
考
え

る
。

三

、

戦

闘

後

の

叙

述

の

変

化
－

首

の

特

定
－

こ
こ

で
は
、
戦
闘
後

の
処
理
と

し
て
、
討
ち
取

っ
た
首
の
扱
わ

れ
方

の

中
で
も
、
個
人
を
特
定
す

る
描
写

を
見

て
い
く

。

『
平

家
物
語
』
巻
第

七
「
真
盛
」
で
は
、
光
盛

が
誰
か
分
か
ら
ず
討
ち
取

っ

た
首
を
義
仲

の
も
と
へ
持

っ
て
く

る
。
義

仲
は
首
を
見
て
真
盛

だ
と
思

う

が
、
真
盛

に
し

て
は
髪

が
黒
く
不
審

に
思

い
、
樋
口
次
郎
に
確
認

さ
せ

る
。

首
を
洗
う
こ
と

で
真
盛

が
髪
を
黒
く
染

め
て
い
た
こ
と

が
分
か

る
。
真

盛

と
特
定
す

る
過
程

で
、
真
盛

が
生
前

、
年

甲
斐
も
な
く
若
武
者
と
争

っ
て

い
る
と
思
わ

れ
た
く
な

い
と
述

べ
て

い
た
事

や
老
武
者
と
侮
ら

れ
た
く
な

い
気
持
ち
で
あ

っ
た
こ

と
を
語
り
、
話
を
広

げ
て

い
る
。

『
太
平
記
』
巻
二
十
「
義
貞
自
害
の
事
」
で
も
同
様
に
、
重
国
が
誰
か

分
か
ら
ず
討
ち
取
っ
た
首
を
高
経
の
も
と
へ
持
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
、
首

が
義
貞
に
似
て
い
る
こ
と
、
義
貞
が
負
っ
て
い
た
と
い
う
「
左
の
眉
の
上

に
矢
の
傷
」
が
あ
る
こ
と
、
義
貞
が
所
有
し
て
い
た
と
い
う
「
鬼
切
」
「
鬼

丸
」
の
二
太
刀
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
義
貞
だ
と
特
定
す
る
。
『
平
家
物
語
』

と
同
じ
く
、
首
自
体
の
特
徴
か
ら
特
定
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
傷
の
由
来

に
は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
三
五
一
頁
頭
注
一
六
が
「
本
来
な

ら
ば
、
こ
こ
で
そ

の
傷
の
由
来
を
、
こ

れ
ま
で

の
物
語
の
展
開
と
関
連

づ

け
て
語
る

べ
き
で

あ
る
が
、
そ
れ
を
欠

い
て

い
る
。
首
の
主
を
明
か
す

た

め
の
手

法
を
採
用

す
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
見

る
べ
き
か
」
と
指
摘
し
て

い

る
。
『
平
家
物

語
』
と

同
様

に
、
首
を
特
定

す
る
過
程

が
個
人

に
関
す

る

話
を
広
げ
て

い
く
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
。

『
明
徳
記
』

中
で

は
、
人
に

尋
ね
る
こ
と

で
小
次
郎

の
首
だ
と

特
定
す

る
描
写

が
あ
り
、
『
応

仁
記
①
』
「
武
衛
騒
動

の
事
」

で
は
周
り
の
状
況
か

ら
政
長

の
首
だ
と
特
定

す
る
描
写

が
あ
っ
た
。

『
応
仁
記

③
』
『
信
長
公

記
』
『
太
閤
記
』

に
は
不
明

の
首
を
特

定
す

る

描
写

は
な
い
。
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以

上
を
ふ
ま
え
、

さ
ら

に
三

つ
の
視
点
か
ら
考
察
し
て

い
く
。

ま
ず
、

特
定

す

る
方
法

に
つ

い
て
。
特

定

す
る
方

法
は

、
『
太
平

記
』

ま

で
は
首
自
体
の
特
徴
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、『
明
徳
記
』
と
『
応
仁
記
①
』

で

は
、
首
自
体
で

は
な
く
、
周
り
の
人
々

や
状
況

な
ど
か
ら
の
特
定
に
な

っ

て
い
る
。
『
応

仁
記
③
』

か
ら

は
、
特
定
す
ら

行
わ

れ
な

い
。
こ

の
こ
と

か
ら
、
特
定
す

る
方
法

が
徐

々
に
首
自
体
か
ら
離

れ
て
い
る
こ

と

が
分
か

る
。
つ
ま
り
こ

の
点
に
お
い
て
も
、
徐
々
に
個
人

に
焦
点

を
当

て
な
く
な

っ

て

い
る
と

い
え

る
。

次
に
、
首
の
特
定
が
、
主
の
生
前
の
様
子
や
思
い
を
語
る
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
語
り
手
が
個
人
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
話
を

広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
き
っ
か
け
と
し
て
の
首
の
特
定
は
、
室
町
軍
記

か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
語
り
手
が
討
ち
取
ら
れ
た
者
の
思

い
に
触
れ
ず
、
語
り
手
の
個
人
と
の
距
離
が
広
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
る
。

最
後

に
、
首
の
特
定

の
過
程

が
省

か
れ
、
討
ち
取

っ
た
と

い
う

事
実
を

の
み
記
録

す
る
形

に
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
そ
の
変
化
は
、

『
信
長
公
記
』

に
始
ま

る
。
以
下

は
、
『
信
長
公

記
』
首
巻

「
も

り

べ
合
戦

の
事
」

の
記

述
で
あ
る
。

長
井
甲
斐

守
　
　
　

津
嶋
の
服
部
平
左
衛
門
討
と

る
。

日
比
野
下
野
守
　
　
津
嶋
恒
河
久
蔵
討
と
る
。

神
戸
将
監
　
　
　
　
津
嶋
河
村
五
郎
討
と
る
。

頸
二
つ
　
　
　
　
　
前
田
又
左
衛
門
討
と
る
。

戦
闘

の
様
子

は
描
か
れ
ず
、
手
柄
を
あ

げ
た
者
や
首

の
数

が
戦
闘

後
の

記
録
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
新
し
い
「
個
人
」
の
描
き
方

が
み
て
と
れ
る
。
「
個
人
」
の
活
躍
に
目
を
向
け
て
は
い
る
か
、
戦
闘
の

過
程
が
な
い
結
果
の
列
記
で
あ
っ
て
、
記
録
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
討

ち
取
っ
た
首
の
列
記
は
、
同
じ
戦
国
軍
記
で
あ
る
『
太
閤
記
』
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
首
の
特
定
に
つ
い
て
、
個
人
に
焦
点
を
当
て
ず
に
語
り
手

の
登
場
人
物
へ
の
距
離
が
開
き
始
め
た
室
町
軍
記
か
ら
と
、
新
し
く
列
記

の
叙
述
が
現
れ
た
戦
国
軍
記
か
ら
の
二
度
、
記
録
的
叙
述
へ
の
変
化
が
起

き
た
と
い
え
る
。

ま
と
め

物
語

的
叙
述
か
ら
記
録
的

叙
述
へ
と
変
化
し

た
要

因
は
、
以

下
の
三
点

に
ま
と

め
ら

れ
る
。

O
「
個
人
」

へ
の
注
目
度

個
人

に
関
す
る
行
動

や
物
語

を
進
め

る
う
え
で

の
過
程
を
詳
述
す
る

こ
と

に
よ
っ
て
、
作
品

の
中
に
個
人
の
活
躍

が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
が

少
な

く
な
っ
て

い
く
と

、
個
人

が
目
立
だ

な
く
な
り
、
記

録
的
叙
述

と
な

る
。

○
登
場
人
物
と

語
り
手

と

の
距
離

登
場
人

物
の
思

い
に
対
し

て
、
語

り
手

が
共

感
的
に
語
っ
て
い
る
か

否
か
で
判
断

す
る
こ

と

が
出
来

る
。
語

り
手

が
登
場
人
物
と
距

離
を

置
く
に
つ
れ
、
個
人
に
焦
点
を
当

て
な
く
な
り

、記

録
的
叙

述
と
な

る
。
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○
新
た
な
「
個
人
」
の
描
か
れ
方

叙
述
の
方
法
や
構
成
が
変
化
し
た
こ
と
か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
出
来

る
。「
個
人
」
を
取
り
上
げ
る
際
、
伝
記
的
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ

と
で
、
記
録
的
に
な
る
。

右
に
挙
げ
た
要
因
の
変
化
し
た
時
期
を
ま
と
め
て
表
示
す
る
と
、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

表
3
．
考
察
の
ま
と
め

国戦
�
� 町室

�
�

�
世中
�
�
�

項
目

作
品
名太

閤

記

�
信
長
公
記

�
応
仁
記
③

�
応
仁
記
①

�
明

徳

記

�
太

平

記

�
平
家
物
語

�
�
�
�
�
○

�

○

�
�
手
分
け
・
布
陣

�

戦
闘

前
�
�
�

�
○
�
○
�
○
�
� 作
戦

�
△
�
△
�
△
�
○
�
○
�
○
�
� 個
人

�

戦
闘

中

�
�
○

�
�
� ○

�

○

�
� 抜

懸
け

�
�
△

�

○

�

○

�

○

�

○

�
� 首
の
特
定

�
戦
闘
後

〔
凡

例
〕
○
…
…
物
語
的
叙
述

（
個
人
に
焦
点
を
当
て
た

叙
述
）

○
…
…
準
物
語
的
叙

述
（
上

記
に
少
し
変
化

が
表

れ
た
叙
述
）

△
…
…
準
記
録
的
叙

述
（
上

記
に
さ
ら
に
変
化

が
表

れ
た
叙
述
）

無
印
・：
記
録
的
叙
述

（
事
態

の
推
移
に
焦
点
を
当
て

た
叙
述
）

表
3

か
ら
、
記

録
的
叙
述
へ

の
変
化

は
大

き
く
二
度
起
こ

っ
て

い
る
と

い
え

る
。

第
一

の
変
化
は

、
室
町
軍

記
に
見

て
と
れ

る
。
戦
闘
中

「
個
人
」
、
戦

闘

後
「
首
の
特
定
」

な
ど
、
要
素

が
徐

々
に
変
化

し
、
段
階
的
な
様
相
を

呈

し
て
い
る

。
そ
の
た
め
、
室
町
軍
記
段

階
で
一
気
に
変
化
し
た
と

い
う

印

象
は
受

け
な

い
が
、
記
録
的
叙
述

へ
変
化

す
る
過
渡
期
と
な

っ
て

い
る
。

第
二
の
変
化
は

、
戦
国
軍
記
の
段
階
で
起
こ

っ
た
。
第
一
の
変
化
で
記

録
的
叙
述
に
進
ん
だ
こ
と

に
加
え

て
、
伝
記

的
記

述
を
別
記
す

る
と

い
う

構
成
が
変
化
に
拍
車

を
か
け
た
。
二
度

の
変
化

を
通
し
て
、
合
戦
叙
述
は

着

実
に
記
録
的
叙
述
へ
と
変
化

し
て
い
っ
た
と

い
え

る
。

最
後
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
軍
記
の
特
質
に
つ

い
て
で
あ
る
。
時
代
を
跨
ぐ

た
め
、
歴
史
的

な
戦
闘

の
変
化
も
視
野
に
入

れ
て
考
察
し
て

い
く
。
ま
ず
、

歴

史
的
な
戦
闘
の
変
化
で
あ

る
。

高

橋
典
幸
編
著

『
日

本
軍
事
史
』
（
吉
川
弘
文
館

、
二

〇
〇
六
・
二
）
に

よ

る
と

、
鎌
倉
時
代
頃

の
戦
闘
は
「
個
々

の
武
士
団

ご
と

の
突
撃
を
主
体

と

す
る
も
の
」
で
あ

っ
た
と

い
う
。
そ
し
て
戦
国
時
代

に
な
る
と
、
大
将

の
命

令

が
絶
対

で
あ
り

、
大
将

に
従
っ
て

戦
う
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う
。

戦
闘

は
、
個
人
中
心
か
ら
集

団
中
心
へ
と
変
化
し

た
の
で
あ
る
。
考
察
し

て
き

た
作
品

の
叙
述
も

、
基

本
的
に
は
個
人
か
ら
集
団

へ
と
変
わ
っ
て
き

て

い
る
。

中
世
軍
記

は
、
歴
史

的
に
見
て
個
人

が
重
視

さ
れ
た
戦
闘

で
あ
る
た
め
、

軍
記
に

お
い
て
も
実
際

の
戦
闘

を
そ
の
ま
ま
合
戦

の
全
貌

の
記

述
と
個
人
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の
活

躍
を
分
離
せ

ず
に
語

る
こ
と

が
可
能
で

あ
る
。

こ
の
同
時
に
語

る
こ

と
が
で
き
る
構
成

が
、
中

世
軍
記

の
特
質
で
あ

る
と
考
え

る
。

室
町

軍
記
は
、
中
世

軍
記
と
戦
国
軍
記

の
過

渡
期
で
あ
る
。
叙
述
は

ど

ち
ら
の
特
徴
も
兼
ね
備
え

て
い
る

が
、
構
成

は
中
世
軍
記
に
習

い
、
合

戦

の
全
貌
と
個
人
の
活
躍

が
分
離
せ

ず
に
語
ら
れ

る
。
中
世
軍
記
に
近

い
が
、

緇
か
な
点
で
は
変
化
し
て

い
る
こ

と
が
室
町
軍
記

の
特
質
で

あ
る
。

戦
国
軍
記
は
、
集
団

が
重
視
さ
れ
た
戦
闘
で

あ
る
た
め
、
合
戦

の
全
貌

の
中
に
個
人
の
活
躍

が
入

ら
な
い
。
中
世
軍
記

の
よ
う
な
構
成
を
と

ろ
う

と

す
れ
ば
、
戦
闘
を
語

る
こ
と

が
出
来
な

い
の
で
、
作
品

が
成
り
立
だ

な

く
な
っ
て
し
ま
う

。
そ

れ
で
も
個
人
に
注
目
し

た
い
場
合
に
は
、
苦
肉

の

策
と
し

て
合
戦
の
全
貌
と

は
別
に
伝
記
的
な
項
目

を
立
て
て
取
り
上
げ

る

と

い
う

方
法
に
せ
ざ

る
を

得
な
か
っ
た
と

い
え

る
。
こ

の
こ

と

が
、
戦
国

軍
記

の
特
質

で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

注

（

―
）

例
、
『
平

家
物
語
』
巻
第
九

「
樋
口
被
討
罰
」
の
以
下

の
記

述
。

（
茅
野
太
郎
光
広
は
）
あ
れ
に
は
せ

あ
ひ

、こ

れ
に
は
せ
あ
ひ
、

敵
三

騎
き

ツ
て
落
し

、
四

人
あ
た

る
敵

に
お
し

並
べ
て
、
ひ

ツ

く

ン
で
ど
う
ど
落
ち
、

さ
し
ち

が
へ
て

ぞ
死
け

る
。

光

広
の
戦
闘

が
詳
細

に
描
か
れ
て
い
る

。
敵
と
組

み
合
い
、
ど
の
よ

う

に
し

て
死

に
至
っ
た

の
か
が
細
か
く
、
個
人

に
焦
点

を
当
て
て
述

べ

て
い
る
と

い
え

る
。

（
2

）
例
、
『
太
閤
記
』

巻
十
二
「
松
山
之

城
降
参

之
事
付
八
王
子
落

城
之

事
」
の
以
下

の
記

述
。

彼
に
推
詰
此

に
開
き
合
せ
戦
て
、
近
藤
は
終

に
打
死

し
て
け
り
。

近
藤
の
戦
側

か
描
か
れ

る
が
、
死

ぬ
ま
で

の
具
体
的
な
様
子
は
書

か

れ
て
い
な

い
。
戦

い
死

ぬ
、
と

い
う
、
戦
闘

の
結
末
を
簡
単
に
述

べ
て

い
る
。
個
人
で
は

な
く
、
事
実
の
推
移

に
重
点

を
置

い
て

い
る
と

い
え

る
。

（
3

）
種
類
別
に
具
体

例
を
挙
げ
て
い
く
。

＊

個
人
対
個
人

『
平
家
物
語

』
巻
第

九
「
敦

盛
の
最
期
」

で
の
敦

盛
と
直
実

の
戦

い
の

よ
う
な
一

騎
打
ち

で
あ

る
。
他
作
品
で

は
、
『
太
平

記
』
巻
十

七
「
山

攻

め
の
事
付
け
た
り
日

吉
神
託
の
事
」
で

の
泰
氏

と
定
範
、
『
明
徳
記
』

上

で
の
小
林
と
義
弘

、
『
応
仁
記
①
』
「
大
内
介
上

洛
之
事
」
・
『
応
仁
記

③
』
二

「
三
賓

院
責

落
事

」
で

の
野

老
源
三

と

基
綱
、
『
信
長
公

記
』

首

巻
（
3
0）
「
山
城
道
三
討
死

の
事
」
で
の
長
屋
と
柴
田

の
戦

い
な
ど
。

＊

個
人
対

集
団

『
平

家
物
語
』

巻
第

九
「
木
曾

最
期
」
で

の
、
兼
平

が
頼
朝
方

の
勢
を

蹴
散

ら

す

よ

う

な

戦

い
で

あ

る
。
他

作

品

で

は
、
『
太

平

記

』

巻

二
十
二

「
大
館
左
馬
助
討
死

の
事
付
け
た
り
篠
塚
勇

力
の
事
」
で
の
篠

塚
と

足
利

勢
、
『
応
仁

記
③
』
二

「
室
町
亭
行

幸
之
事

」
で

の
斎
藤
と

勝
元

衆
の
戦
い
な
ど

。

＊
個
人
対
集

団
（
個
人
）

『
平

家
物
語
』

巻
第
七

「
篠
原
合

戦
」
で

の
長
綱
と
行

重
勢

の
戦
い
で



あ

る
。
こ
こ

で
は
、
長
綱

一
人

に
対
し
て
行
重

が
自

ら
の
郎

党
と
共
に

戦

っ
て
い
る
。
行
重
勢
は

、
主

に
行

重
の
活
躍
に
焦
点

を
当

て
て
語
ら

れ
て

い
る
。
他
作
品

で
は
、
『
太
平

記
』
巻
十

三
「
兵

部
卿
宮
薨

御
の

事
付
け

た
り
干

将
莫
耶

が
事
」
な

ど
。

＊
集
団
対
集

団

『
平

家

物
語
』

巻
第

九
「
倶

利
伽

羅
落
」

で

の
源
氏

と
平
家

の

戦

い
。

個
人

の
名

前

が
出
て

い
て

も
、
組
み
合
う
な
ど

の
目

立
っ
た
描
写
の
な

い
も

の
も
含
む
。

＊
集
団

（
個
人
）
対
集
団

『
平
家
物
語
』
巻
第
九
「
二
度
之
懸
」
で
の
源
太
を
探
す
景
時
と
新
中

柏
言
の
軍
勢
の
戦
い
。
景
時
は
郎
党
と
共
に
戦
っ
て
い
る
が
、
主
に
景

時
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
作
品
で
は
、
『
太
平
記
』
巻
一
　
「
頼

員
回
忠
の
事
」
で
の
小
笠
原
孫
六
と
六
波
羅
勢
、
『
明
徳
記
』
中
で
の

時
熈
と
奥
州
勢
、
『
応
仁
記
①
』
「
武
衛
騒
動
之
事
」
・
『
応
仁
記
③
』
　
一

「
御
言
合
戦
の
事
」
で
の
竹
田
与
次
（
『
応
仁
記
③
』
で
は
輿
二
）
と
遊

佐
勢
、
『
信
長
公
記
』
巻
十
一
　
（
1
3
）
「
荒
木
摂
津
守
逆
心
を
企
て
？
に

伴
天
連

の
事

」
で
の
武
藤
と
荒
木
勢

の
戦
い
な
ど
。

＊
集
団

（
個
人

）
対
集
団

（
個
人
）

『
平

家
物
語
』

巻
第
十

「
弓
流
」

で
の
、
み
を

の
屋

の
四

郎
と
平

家
方

の
武
士

の
戦

い
。
み
を

の
屋

の
四

郎
の
他
に
は
四
騎

お
り

、
そ
の
中
で

も
特

に
み
を
の
屋

の
四
朗
と
平
家

方
の
武
士

の
組
み
合
う

戦
い
と
な
っ

て

い
る
。
他
作

品
で

は
、
『
太
平
記
』

巻
八

「
四

月
三
日

合
戦

の
事

付

け
た

り
妻
我

孫
三
郎
勇

力
の
事
」

で
の
田

中
と
島
津

、
『
明
徳
記
』

中

で

の
一
色
左

京
大
夫
と
氏
清
、
『
信
長
公

記
』

首
巻

（
3
4）
「
浮
野
合
戦

の
事
」
で

の
林
と

佐
脇
の
戦
い
な
ど
。

付

記

本
稿

の
礎
稿
は
遠
山

が
二
〇
一
五
年
一
月

に
提
出
し

た
同
題

の
卒
業
論

文
で
あ

る
。
本

誌
掲
載
に
あ
た
っ
て
、
今
井

が
体
裁
・
字
句

を
整
え

た
が
、

ほ
と

ん
ど

卒
業

論
文
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。
連

名
は
、
事

務
的
な
都
合
に
過

ぎ

な
い
。

三
年
生
春

の
卒
業
論
文
の
テ

ー
マ
設
定

に
際
し
、
『
平
家
物
語
』
『
太
平

記
』
『
太
閤
記
』

を
候
補

に
あ
げ
、
か

つ
多

く

の
作
品
を

読
ん
で
み

た
い

と

い
う

の
で

、
合
戦
叙
述
か
ら
見
た
中
世

軍
記
物
語

の
特
質
と

い
う

方
向

も
考
え
ら

れ
る
、
と
応
じ
た
の

が
発
端
で

あ
る
。
作
品
選
定
等

の
相
談
に

は
乗

っ
た

が
、
『
平

家
物
語
』
以

下
次

々
と
読

み
進
め

て
い
く
中
で

、
遠

山
は
自
力
で
分
析

視
点
を
見

い
だ
し
て

い
っ
た
。

む

ろ
ん
限
界

は
多

い
。
遠
山

自
身

が
自

覚
し

て

い
る
こ

と
で
あ

る
が
、

本
稿
は
あ

く
ま

で
サ
ン
プ
ル
的
な
調
査
で

あ
る
。
室
町

・
戦
国

軍
記

は
多

種
多

様
で

あ
り
、

中
世
軍

記

に
も
異

本
の

問
題

が
あ

る
。
「
首

の
特
定

」

の
問
題
で
も

、
た
と
え

ば
忠
度
の
場
合

、
覚

一
本
等
の
身

に
帯

び
て
い
た

和

歌
に
よ

る
判
明

は
首
自

体

の
特
徴

に
準

じ
る
も

の
と

み
な

す
と
し

て

も
、
延
慶
本
は
明
ら
か
に
周
り

の
人

々
の
情
報
に
よ

っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

本
稿
は
「
不
明

の
首
を
特
定
す

る
描
写
」
に
限
定
し
て

い
る
が
、『
明

徳
記
』

に
は
、
山
名
方

の
家
喜

九
郎
の
首
に
あ

っ
た
「
左
ノ
鬢
ノ
髪
少

シ
切
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跡
」
か
ら
家

喜
と
女
房

の
逸
話

が
語
ら
れ
る
。
こ

の
逸
話
は
、
加
美
宏
「
軍

記
物

の
行
方
－

室
町

・
戦
国
軍
記

の
展
望
－

」
（
国
文
学
研

究
資
料
館

講

演
集
8

、
一
九

八
七
・
三
）

が
と
り

あ
げ

て
い
る

が
、
こ

れ
も
本
稿

に
い

う
「
首
を
特
定

す
る
過
程

が
個
人

に
関
す
る
話
を
広
げ
て

い
く
」
型

で
あ

り
、
『
明
徳
記
』

の
性
格
規
定
に
少
し
修
正

が
必
要
と
な
ろ
う
。

ま
た

、
課

題
に
直
結
す

る
先
行
研

究
と
し
て
、
本
稿

が
あ

げ
た
も

の
の

他
、
以
下

の
成
果

に
も
注
目
す

べ
き

で
あ
ろ
う

。

加
美
宏

「
軍
記

物
の
拡
散
と

転
生
－

『
明
徳
記
』
か
ら

『
太
閤
記
』

ま

で

」
（
『
軍
記

物

の
系
譜

』
所

収

。
世
界
思

想

社
、
一
九

八
五
・
四

）

は
・
、

室
町

・
戦
国
軍
記

の
史
的
な
展
開

を
「
本
来
、
融
合
し
て

い
た
「
記
」

的

な
も

の
と
「
物
語
」
的
な
も
の
と

が
分
離
し

、（
中
略
）
軍
記
物
と

い
う

ジ
ャ

ン
ル
自
体

が
解
体

さ
れ
て

い
っ
た
過
程
」
と
概
観
す

る
。
そ

の
上
で

、「
記

」

的
な
も

の
の
骨

格
復
活
の
き
ざ
し
を

み
せ
つ
つ
も
、
伝
記
を
語

る
こ
と

に

主
眼

が
あ
る

『
信

長
記
』

や

『
太
閤

記
』
は

、「

軍
記
物

の
掉

尾
を
飾

る

作
品
」
で
あ

る
と
同
時

に
「
近
世
軍
記
の
祖
と

い
う

べ
き
位
置
」
に
あ
り

、

「
軍
記
物
の
近
世

的
転
生
」
を
示
す
も

の
だ
と

い
う

。

阿
部
一
彦
「
『
太
閤
記
』
の
合
戦
描
写
と
表
現
－
石
動
・
荒
山
合
戦
と

末
森
合
戦
－
」
（
『
『
太
閤
記
』
と
そ
の
周
辺
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
。

初
出
一
九
八
九
・
一
二
）
は
、
加
美
の
指
摘
を
受
け
、
『
太
閤
記
』
の
合
戦

描
写
を

『
末
森
記
』

な
ど
先
行
作
と
比
較
検
討
し

た
。
た
と
え

ば
。

「
引
人
」
・
「
付
人
」
の
類
の
平
明
で
無
色
な
「
言
葉
」
を
駆
使
し
、
「
町
口

」
、
「
三
之
丸
」
、
「
二
之
丸
」
と
視
点

を
移
動
さ
せ
な

が
ら
戦
国

の
城

攻
め
の
攻
防
を
描

い
て
い
る

と

い
っ
た
特

徴
を
と
ら
え

、
『
太
閤

記
』

の
「

秩
序

づ
け
ら
れ
た
無

色
透

明

な
描
写

は
、
臨
場
的
軍
記
と

は
異

な
る
興
趣
を
生
み

出
し
」

て

い
る
と

評
し

、「
一

般
化
・
普
遍
化

の
作
業

を
通
し
て
再
編
成

す
る
と

い
う
方
法
」

に
、
加

美
の
い
う

「
転
生
」

の
具
体
相

を
見

い
だ
す
。

加
美
自

身
（
前
掲
一
九
八
七

論
文

）
も
、
転
生

の
具
体

例
を
次
の
よ
う

に
示

し
て

い
る
。
『
信
長
公

記
』

に
あ
る
、
兵

糧
攻
め

に
苦
し

ん
だ
者
達

が
敵

に
撃
た
れ
た
味
方
の
頭
を
「
能

味
は
い
あ
り
」
と

奪
い
合
い
を
し
た
、

と

い
う
記

述
を
と
ら
え

、
こ

れ
は
「

中
世
の
節
度

の
あ

る
軍
記

物
」
と
は

異
質

の
、
古
浄

瑠
璃
や
説

経
の
非
常

に
残
酷

な
面

と
共

通
す

る
も

の
だ
、

と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
『
大
坂
物
語
』

の
古
田
織
部

の
負
傷
譚

を
引

い
て
、

中
世
軍
記

に
は
あ
る
「
緊
張
感
と

い
う

よ
う
な
も

の
が
、
全
体

的
に
失
わ

れ
て
し
ま

っ
て
い
て
、
作
品
全
体

が
近
世
初
期
の

『
醒
睡
笑
』

な
ど
の
笑

い
話

の
世
界

に
近

づ
い
て
い

る
」
と
評
す

る
。

加
美
・

阿
部
の
よ
う
な
、
作
品

の
内

的
特
質
に
分
け
入

っ
て

の
分
析
は

魅
力
的
で

あ
る
。
こ

れ
に
比
せ

ば
、
本
稿
は
外
的
特
性

の
腑
分

け
の
域
を

あ
ま
り
出
て

い
な
い
。
し
か
し
、
管
見

の
限
り
、『
平
家
物
語
』

か
ら

『
太

閤
記
』
ま
で

を
通
観
し
て
の
こ
う
し

た
試

み
は
こ

れ
ま
で

に
な
か
っ
た
と

思
う

。
ご
批
正
を

請
う

所
以

で
あ

る
。
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